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Ⅰ-①「胃X線検査における当院での一次読影とその有用性について」 













Ⅰ-③「当院の一般撮影における線量評価 ～DRLs2015との比較～」  















さいたま赤十字病院 尾形 智幸  
 
Ⅰ-⑤「マンモグラフィ2方向から陰影の部位を導くツールの検討」 








































































八戸赤十字病院 古村 茂樹 
 
Ⅲ-⑩「固体ファントムのスケーリング係数の算出」 
那須赤十字病院 中澤佑介氏より固体ファントムのスケーリング係数について報告がなされた。
日常の治療プラン検証の際、特に深部領域において治療計画装置の算出値との乖離が大きくな
る要因は密度が水に非常に近い固体ファントムにおいても深部領域になるほど深さスケーリン
グ係数の影響が大きくなり、ビームエネルギーによっても変化するという報告であった．治療
品質の保証においてプラン検証は非常に重要である．治療計画装置のビームモデリング精度と
の比較検証など今後の更なる研究に期待したい． 
 
 
Ⅲ-⑪「医学物理課新設後の放射線治療科部の運用に関して」 
日本赤十字社和歌山医療センター 石原佳知氏より放射線治療科部医学物理課の新設について
報告がなされた。専従の医学物理士の雇用を機に新規治療法を開始し、高精度放射線治療件数
の増加が顕著となり、治療部門の収益も増加を継続しているとの報告であった．赤十字病院の
うち51施設が治療部門を有し、各施設の規模や方針によって多様な役割を担っている．独立し
た医学物理課および医学物理士としての雇用は赤十字病院で初の試みであり、高精度放射線治
療が求められるがん拠点病院へ大きく訴えるものであった． 
 
